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7
月
5
日
（
木
）
、
朝
か

ら
雨
が
降
り
続
け
る
中
、
来

年
度
の
建
設
国
保
補
助
金
獲

得
を
め
ざ
す

運
動
の
全
国

的
な
決
起
集

会
に
練
馬
支

部
か
ら
は
1

1
0
人
（
全

体
3
、
4
0

9
人
）
の
仲

間
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
前
は
都

庁
第
二
庁
舎

前
で
都
連
主

催
の
対
都
要

請
行
動
を
行

い
、
交
渉
団
と
し
て
福
祉
保

険
局
、
環
境
局
、
都
議
共
産

党
へ
支
部
役
員
を
送
り
出
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
組
合

の
切
実
な
要
求
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
し
っ
か
り
と
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
の
応
答

が
行
わ
れ
、
我
々
の
代
表
団

が
仲
間
の
思
い
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
参
加
者
は
、
建
設
国
保
へ

の
補
助
・
建
設
職
人
の
賃
金

確
保
を
求
め
る
個
人
請
願
書

を
都
庁
へ
提
出
す
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は
日
比
谷
公
園
大
音

楽
堂
に
て
中
央
総
決
起
大
会

が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
振
分

け
に
よ
り
練
馬
支
部
の
参
加

者
は
、
同
公
園
内
の
小
音
楽

堂
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
モ

ニ
タ
ー
を
通
じ
て
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
各
政
党
（
自

民
党
・
公
明
党
・
立
憲
民
主

党
・
日
本
共
産
党
・
社
民
党
）

か
ら
代
表
者
が
、
集
会
開
催

に
対
す
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
へ
の
対
応
や
建
設
国
保
へ

の
予
算
確
保
に
取
組
む
旨
の

発
言
が
述
べ
ら
れ
、
今
後
の

活
動
へ
の
支
援
が
約
束
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
政
党
が
し
っ
か
り
と
挨

拶
の
内
容
に
そ
っ
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
か
を
注
視
し

な
が
ら
、
議
員
へ
の
働
き
か

け
も
よ
り
強
め
、
私
た
ち
の

要
求
実
現
へ
協
力
を
頂
け
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

集
会
後
は
、
日
比
谷
公
園

か
ら
鍛
冶
橋
交
差
点
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
、
私
た
ち
の

思
い
を
天
気
が
応
援
し
て
く

れ
た
の
か
、
行
進
中
は
、
雨

も
少
雨
と
な
り
、
参
加
者
み

ん
な
で
の
中
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル「
建
設
国
保
を
ま
も
れ
」

「
賃
金
・
単
価
を
あ
げ
ろ
」

な
ど
私
た
ち
の
要
求
を
銀
座

の
街
中
に
大
宣
伝
し
て
き
ま

し
た
。

練
馬
建
設
協
議
会
（
東
京

土
建
練
馬
支
部
と
建
設
ユ
ニ

オ
ン
練
馬
支
部
の
共
同
組

織
）
結
成
5
周
年
記
念
行
事

が
6
月
14
日
、
練
馬
区
産
業

プ
ラ
ザ
・
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル

で
ひ
ら
か
れ
、
来
賓
・
両
組

合
か
ら
1
0
1
人
（
土
建
41

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

練
馬
建
設
協
議
会
は
、
結

成
以
来
、
両
組
合
の
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
・
現
場
訪
問
行
動

な
ど
運
動
の
成
果
を
集
約
し

た「
練
馬
建
設
白
書
」を
毎
年

発
行
し
、
練
馬
区
副
区
長
・

区
長
室
長
と
の
懇
談
、
都
議

会
議
員
へ
の
建
設
国
保
都
費

補
助
賛
同
署
名
要
請
、
区
議

会
各
会
派
と
の
予
算
要
望
懇

談
な
ど
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
の
日
の
記
念
行
事

に
は
、
こ
う
し
た
5
年
間
の

運
動
の
ひ
ろ
が
り
を
反
映

し
、練
馬
区
区
長
室
長（
区
長

代
理
）
、
菅
原
一
秀
衆
議
院

議
員
、
練
馬
区
選
出
の
4
人

の
都
議
会
議
員
、
練
馬
区
議

会
か
ら
は
与
党
（
自
民
党
4

人
、
公
明
党
3
人
）
を
含
め

た
区
議
会
議
員
14
人
、
練
馬

区
ビ
ル
ダ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
ら

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し

た（
来
賓
一
覧
は
資
料
集
）。

記
念
行
事
の
第
一
部
で

は
、
こ
の
間
の
国
の
建
設
産

業
政
策
を
牽
引
し
て
き
た
蟹

澤
宏
剛
芝
浦
工
大
教
授
（
国

交
省
建
設
産
業
政
策
会
議
委

員
）
が
「
担
い
手
確
保
と
地

域
建
設
業
の
発
展
の
た
め
の

方
策
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
に
先

立
ち
、
市
村
練
馬
区
区
長
室

長
（
区
長
代
理
）
と
菅
原
一

秀
衆
議
院
議
員
が
来
賓
あ
い

さ
つ
。
こ
の
な
か
で
、
市
村

区
長
室
長
は
「
住
宅
都
市
で

あ
る
練
馬
区
に
は
、
皆
様
方

の
よ
う
な
ま
さ
に
技
術
を
持

っ
た
技
能
者
の
方
々
が
欠
か

せ
な
い
」
と
し
、
今
後
も
練

馬
区
と
建
設
協
議
会
と
の
協

力
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
（
あ
い

さ
つ
全
文
は
資
料
集
）
。
第

二
部
の
祝
賀
会
で
は
、
来
賓

の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
、
両

組
合
の
参
加
者
が
な
ご
や
か

に
交
流
し
ま
し
た
。

蟹
澤
教
授
の
記
念
講
演

いざ、デモ行進

6
月
28
日
（
木
）
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副

理
事
長
の
本
田
宏
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
学
習
講
演
会
を
開

催
し
、
全
体
で
は
14
団
体
72

人
（
土
建
49
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
は
「
高
す
ぎ
る
公
営

国
保
料
問
題
」
を
テ
ー
マ
に

今
後
の
運
動
に
弾
み
を
つ
け

る
学
習
と
集
団
健
診
で
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
大
泉
生

協
病
院
と
練
馬
第
二
診
療
所

の
患
者
さ
ん
の
実
例
を
挙
げ

て
の
活
動
報
告
も
あ
わ
せ
て

行
い
ま
し
た
。

特
に
本
田
先
生
の
講
演
は

大
変
好
評
で
、
「
な
ぜ
政
治

や
国
の
制
度
が
改
善
さ
れ
な

い
の
か
そ
の
ル
ー
ツ
は
明
治

維
新
に
あ
る
」
と
い
う
非
常

に
興
味
深
い
視
点
で
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
真
実

今
年
は
明
治
維
新
か
ら
1

5
0
年
と
な
り
ま
す
が
、
私

た
ち
が
持
っ
て
い
る
明
治
維

新
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
当
時
の

欧
米
諸
国
の
経
済
的
・
軍
事

的
圧
力
に
対
す
る
抵
抗
運

動
」
と
い
う
革
命
的
か
つ
、

歴
史
的
美
談
と
い
う
印
象
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、本
田
先
生
の
話
で
は「
坂

本
竜
馬
や
高
杉
晋
作
を
中
心

と
し
た
志
士
た
ち
は
当
時
20

〜
30
代
で
と
て
も
若
く
、
江

戸
幕
府
に
終
止
符
を
打
つ
経

済
力
や
経
験
が
あ
っ
た
と
は

思
え
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

で
は
明
治
維
新
の
真
実
は
何

だ
っ
た
の
か
。
当
時
、
世
界

の
中
心
は
大
英
帝
国
（
イ
ギ

リ
ス
）
で
世
界
中
、
戦
争
を

し
て
は
そ
の
地
域
を
植
民
地

に
す
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
力

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一

方
で
手
を
広
げ
過
ぎ
た
た
め

に
そ
れ
以
上
手
が
回
ら
な
い

状
況
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
目
を
つ
け
た
の
が
日
本

で
す
。

当
時
、
大
英
帝
国
は
長
崎

の
グ
ラ
バ
ー
邸
で
有
名
な
ト

ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
を
日
本

に
送
り
込
ん
で
坂
本
龍
馬
を

介
し
て
武
器
販
売
を
行
い
、

倒
幕
運
動
に
影
響
を
与
え
た

薩
長
同
盟
を
支
え
る
な
ど
圧

倒
的
な
軍
事
力
と
経
済
力
で

日
本
に
す
り
寄
り
、
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一

連
の
流
れ
を
通
じ
て
「
大
国

の
思
い
ど
お
り
に
な
る
よ
う

日
本
を
翻
弄
し
た
」
と
い
う

の
が
明
治
維
新
の
真
実
で
あ

る
と
本
田
先
生
は
力
説
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
大
英
帝
国

と
日
本
の
関
係
性
は
今
現
在

の
日
米
関
係
に
も
似
て
い
ま

す
。
日
本
は
強
い
相
手
に
弱

い
だ
け
で
な
く
、
影
響
も
受

け
や
す
く
、
何
か
間
違
っ
た

方
向
に
向
か
っ
て
い
て
も
そ

の
誤
り
に
政
府
は
気
付
か
せ

な
い
し
、
そ
れ
に
気
付
こ
う

と
し
な
い
国
民
性
が
明
治
の

頃
か
ら
今
も
続
い
て
い
る
こ

と
こ
そ
政
治
が
良
く
な
ら
な

い
本
質
で
あ
る
た
め
、
間
違

っ
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
人

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
点
も
本
田

先
生
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

高
す
ぎ
る
公
営
国
保
料

講
演
終
了
後
、
参
加
者
か

ら
感
想
文
も
31
枚
寄
せ
ら

れ
、講
演
内
容
に
対
し
て「
こ

ん
な
に
笑
い
な
が
ら
学
習
で

き
た
の
は
初
め
て
。
運
動
を

頑
張
る
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き

ま
し
た
」
「
明
治
維
新
の
事

実
を
知
っ
て
驚
い
た
」
「
面

白
く
て
わ
か
り
や
す
い
」
な

ど
大
変
好
評
で
し
た
。

今
回
の
学
習
会
は
「
高
す

ぎ
る
国
保
料
問
題
」
が
テ
ー

マ
で
し
た
が
、
所
得
に
占
め

る
割
合
は
非
常
に
高
く
、
区

民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
も
の

で
す
。
年
収
4
0
0
万
（
40

代
夫
、
専
業
主
婦
、
子
ど
も

2
人
）
の
世
帯
の
年
間
国
保

料
は
49
万
円
に
も
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
高
す

ぎ
る
国
保
料
を
抑
え
る
た
め

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
練
馬

区
に
対
し
て
国
保
会
計
が
赤

字
に
な
っ
た
場
合
の
法
定
外

繰
入
（
赤
字
補
て
ん
）
の
維

持
・
拡
充
」
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

実
は
こ
の
「
法
定
外
繰
入

問
題
」
は
土
建
国
保
の
補
助

金
に
も
大
き
な
関
係
が
あ
り

ま
す
。
公
営
国
保
に
対
す
る

法
定
外
繰
入（
赤
字
補
て
ん
）

は
東
京
都
か
ら
土
建
国
保
に

対
す
る
補
助
金
を
受
け
る
根

拠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
「
各
地
域
の
公
営
国

保
に
対
す
る
赤
字
補
て
ん
が

な
く
な
れ
ば
東
京
都
か
ら
の

補
助
金
も
な
く
な
る
」
可
能

性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
7
月
に
入
り
、
公
営
国

保
が
高
す
ぎ
る
こ
と
を
理
由

に
組
合
へ
の
加
入
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
健
康
保
険

料
の
問
題
は
社
会
保
障
制
度

全
体
に
関
わ
る
も
の
で
す
の

で
引
き
続
き
地
域
の
各
団
体

と
力
を
あ
わ
せ
取
り
組
ん
で

き
ま
す
。

楽
し
く
学
び
、
真
実
を
探
る

▼
7
月
、
西

日
本
を
中
心

に
大
き
な
豪

雨
災
害
が
発

生
し
た
。
洪

水
や
土
砂
崩

れ
で
1
0
0

人
を
超
え
る
多
く
の
人
命
が

奪
わ
れ
、
農
作
物
で
は
数
千

億
円
規
模
の
被
害
が
出
て
い

る
。
復
旧
に
は
多
く
の
時
間

と
費
用
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

災
い
の「
水
」だ
っ
た
。
▼
い

ま
だ
に
断
水
し
て
い
る
地
域

・
世
帯
も
多
い
中
、
個
人
宅

に
あ
る「
井
戸
水
」の
地
域
開

放
が
、
復
旧
を
待
つ
被
災
地

で
大
活
躍
し
て
い
る
。
飲
料

水
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は

水
質
検
査
の
ク
リ
ア
が
必
須

と
な
り
、
各
検
査
機
関
で
は

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
豪
雨
が
な
け
れ
ば「
井
戸

水
」へ
の
注
目
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
恵
み
の

「
水
」で
あ
る
。
▼
一
方
、
私

た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
関
東
平

野
で
は
、
驚
く
ほ
ど
早
か
っ

た
梅
雨
明
け
か
ら
、
強
い
太

平
洋
高
気
圧
の
影
響
も
あ
り

連
日
晴
天
が
続
い
て
い
る
。

関
東
山
地
は
雨
雲
を
遮
り
、

乾
い
た
熱
風
が
平
野
に
吹
き

注
ぐ
。
ダ
ム
の
貯
水
率
が
気

に
な
る
時
期
と
な
っ
た
。
貯

水
率
減
少
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

る
だ
け
で
喉
が
渇
く
人
も
い

る
と
い
う
。
水
が
な
く
な
れ

ば
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
暮

ら
し
や
生
命
に
も
大
き
な
危

機
を
も
た
ら
す
。
災
い
と
な

る
か
、恵
み
と
な
る
か
、「
水
」

は
選
ぶ
こ
と
な
く
私
た
ち
の

近
く
に
存
在
す
る
。

来
年
度
の
補
助
金
獲
得
運
動
始
ま
る

７
・
５
予
算
要
求
集
会

地
域
で
考
え
学
ぶ

練
馬
社
保
協
・
学
習
講
演
会
開
催

地
域
建
設
業
発
展
に
向
け
た

協
力
関
係
の
広
が
り
示
す

地
域
建
設
業
発
展
に
向
け
た

協
力
関
係
の
広
が
り
示
す

練
馬
建
設
協
議
会
５
周
年
記
念
行
事

練
馬
建
設
協
議
会
５
周
年
記
念
行
事
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暑
中
御
見
舞
申
し
あ
げ
ま

す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
先
日
の
六
月
号
「
け

ん
せ
つ
北
部
」
に
掲
載
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
御
座

居
ま
し
た
。
そ
の
上
、
一
人

一
人
に
温
か
い
言
葉
に
感
謝

で
す
。
私
は
杖
使
用
な
の
で

デ
モ
行
進
参
加
は
で
き
な
い

け
ど
、
新
聞
読
者
と
し
て
行

き
た
い
で
す
。
（
石
神
井
分

会
／
深
作
清
美
さ
ん
）

〔
暑
中
御
見
舞
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
異
常
と
い
え
る
暑
さ

が
続
き
ま
す
が
、
お
身
体
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。
集
会
や
行

事
も
、
無
理
な
く
参
加
で
き

る
も
の
で
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
「
読
者
の

ひ
ろ
ば
」
も
毎
号
お
読
み
い

た
だ
き
、と
て
も
光
栄
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
編
集
〕

い
よ
い
よ
梅
雨
明
け
！
！

暑
さ
が
続
き
体
調
管
理
が
大

変
な
毎
日
で
す
。
こ
ま
め
な

水
分
補
給
で
ガ
ン
バ
り
ま

す
。
（
関
町
分
会
／
小
出
誠

さ
ん
）

梅
雨
が
明
け
早
く
も
本
格

的
な
夏
に
な
り
ま
し
た
ね
。

熱
中
症
に
注
意
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
早
宮
分
会
／
天

野
邦
子
さ
ん
）

〔
今
年
は
あ
ま
り
に
も
早
い

梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

昼
夜
問
わ
ず
、
一
日
中
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に

熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。
水
分
補
給
と
い
え
ば
…

降
水
量
の
少
な
い
関
東
地

方
、
ダ
ム
の
貯
水
量
が
心
配

で
す
。
編
集
〕

塗
装
工
（
5
人
以
上
）

社
員
・
常
用
・
手
間
請
・
見

習㈲
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
2

☎
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―
3
9
7
6
―
3
6
6

0造
園
工
（
1
人
）

社
員

宮
幸
造
園
（
高
松
分
会
）

練
馬
区
高
松
4
―
12
―
12

☎
0
9
0
―
4
3
7
2
―
4

1
4
9

鳶
（
3
人
以
上
）

社
員

㈱
工
藤
工
業（
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
高
野
台
2
―
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―
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―
1
1
0
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☎
0
8
0
―
4
6
8
9
―
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2
6
7

造
園
工
（
1
人
）

社
員
・
見
習

㈲
城
北
造
園
（
春
日
分
会
）

練
馬
区
向
山
2
―
8
―
7

☎
0
9
0
―
2
7
9
5
―
4

3
9
1

塗
装
工
（
2
人
）

社
員
・
見
習

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

電
工
（
2
人
）

社
員

ハ
マ
テ
ッ
ク
（
南
事
業
所
分

会
）

北
区
赤
羽
3
―
10
―
12

☎
03
―
3
5
9
8
―
0
3
3

0塗
装
工
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
見
習

又
春
㈱
（
西
大
泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
3
―
23
―
9

☎
0
9
0
―
5
5
1
1
―
0

8
3
0

電
工
（
2
人
）

社
員

和
光
電
気
設
備
㈱
（
桜
台
分

会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
6
―
5

☎
03
―
3
9
4
8
―
3
4
8

8と
び
（
1
人
）

社
員

一
樹
工
業
（
貫
井
分
会
）

練
馬
区
貫
井
4
―
13
―
24
―

1
0
2

☎
0
9
0
―
7
8
2
0
―
1

6
9
9

塗
装
工
（
3
人
）

社
員
・
常
用
・
手
間
請
・
見

習㈱
光
が
丘
美
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
1
―
31
―
11

―
1
0
5

☎
0
9
0
―
3
5
2
6
―
2

9
7
9

大
工
（
2
人
）

短
期
雇
用

小
田

孝
（
南
田
中
分
会
）

練
馬
区
南
田
中
4
―
23
―
10

☎
0
9
0
―
1
1
1
8
―
1

6
8
7

配
管
工
（
2
人
以
上
）

社
員
・
見
習
・
短
期
雇
用

㈱
平
井
設
備
（
北
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
谷
原
2
―
13
―
8

☎
03
―
3
9
9
5
―
0
2
3

1解
体
工
・
4
ｔ
運
転
手

（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈲
倉
冨
商
会
（
上
石
神
井
分

会
）

小
平
市
大
沼
町
6
―
10
―
2

☎
0
4
2
―
3
4
6
―
6
4

9
5

型
枠
大
工
（
2
人
）

社
員
・
見
習

㈲
光
田
工
務
店（
桜
台
分
会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
34
―
20

☎
03
―
3
9
9
2
―
9
9
6

1建
築
塗
装
（
3
人
以
上
）

社
員

㈱
豊
太
美
装
（
春
日
分
会
）

練
馬
区
向
山
4
―
9
―
37

☎
0
9
0
―
1
4
0
1
―
3

0
4
3

鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
林
田
工
業
（
関
町
分
会
）

西
東
京
市
柳
沢
2
―
14
―
3

―
3
0
9

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0

4
7
3

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

子
ど
も
に
人
気
の
昆
虫

で
す

4

「
桃
太
郎
」
と
い
う
品

種
も

7

夏
の
浜
辺
。
太
陽
と
熱

い
…
…

8

高
校
球
児
の
聖
地

9

地
下
茎
は
レ
ン
コ
ン
で

す

10

真
田
幸
村
に
は
10
人
い

ま
し
た

12

「
羊
歯
」
っ
て
読
め
ま

す
か
？

14

残
念
な
が
ら
最
下
位
で

す

15

佐
渡
島
観
光
の
定
番
。

…
…
舟

16

今
年
は
8
月
7
日
か
ら

17

「
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
」

で
す

19

金
が
あ
り
ま
せ
ん
。
…

…
な
し

20

慶
長
か
ら
万
延
ま
で
10

種
類

21

世
界
遺
産
・
厳
島
神
社

の
あ
る
宮
島
の
お
土
産

と
い
え
ば

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

英
語
で
は
リ
ン
グ
フ
ィ

ン
ガ
ー

2

人
を
陥
れ
る
策
略
の
こ

と

3

メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る

料
理

4

取
れ
ば
取
る
ほ
ど
増
え

ま
す

5

平
幕
と
も
い
わ
れ
ま
す

6

容
積
の
単
位
で
す

9

…
…
げ
た
、…
…
詰
め
、

…
…
渡
し

11

買
い
言
葉
で
応
酬
し
ま

す

13

京
都
の
五
山
送
り
火
は

「
…
…
焼
き
」
と
も
い

わ
れ
ま
す

15

華
厳
、
袋
田
、
那
智
と

い
え
ば

16

大
野
、
櫻
井
、
相
葉
、

二
宮
、
松
本
さ
ん
が
メ

ン
バ
ー
で
す

17

環
境
保
全
の
…
…
マ
ー

ク

18

…
…
載
一
遇
、
…
…
客

万
来

19

昨
年
度
の
収
穫
量
ベ
ス

ト
3
は
山
梨
県
、
福
島

県
、
長
野
県

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワク
の5文字をうまく並べてできる言葉は？

（作・モロズミ勝）

正
解
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
で
5
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

宛
先
：
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に
お

書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り

8
月
17
日
（
金
）
支
部
到
着

6
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

関
町
分
会

小
出

誠

さ
ん

早
宮
分
会

天
野

邦
子
さ
ん（

以
上
2
人
）

答
え
：
コ
ウ
キ
ア
ツ
（
高
気
圧
）

ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
は
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み
は

東
京
土
建
練
馬
支
部

求
人
・
求
職
係
ま
で

０
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